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海水配管トレンチ
汚染水対策工事の進捗について
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１．海水配管トレンチ汚染水対策工事の進捗状況

■位置図

号機 ２号機 ３号機 ４号機

状況

・トンネル部充填：12/18完了

（約2,510m3/約2,510m3）

・立坑充填：2/24開始

（約100m3/約1,990m3）

・トンネル部充填：2/5開始

トンネル部 約70% 充填完了

（約2,320m3/約3,300m3）

・トンネル部充填：3/21完了

（約460m3/約460m3）

残滞留水量 約1,890m3 約3,480m3 約440m3

充填量 約2,610m3 約2,320m3 約460m3

■進捗状況（平成27年3月23日現在） 汚染水除去全体進捗：48%

：閉塞済
：充填中

立坑
Ｃ

2号機ｽｸﾘｰﾝ･ﾎﾟﾝﾌﾟ室 3号機ｽｸﾘｰﾝ･ﾎﾟﾝﾌﾟ室 4号機ｽｸﾘｰﾝ･ﾎﾟﾝﾌﾟ室
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２．２号機：立坑充填の進捗状況

：トンネル閉塞材料

：一次充填材

：二次充填材

：キャッピング材
O.P.-12.011m O.P.-12.276m

既充填高さ
O.P.-5.8m

２
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋

O.P.-0.6m O.P.-0.932m

既充填高さ
O.P.-4.6m

←開削ダクト ←開削ダクト

【立坑Ａ】 【立坑Ｄ北】 【立坑Ｄ南】

 立坑Ｄについては、３月２３日現在で１サイクル目の二次充填材の打設を
完了。今後、キャッピング材の打設を実施し、１サイクル目を完了予定。

 立坑Ａについては、不陸調整のためのトンネル閉塞材の打設を３月２０日
に実施。今後、二次充填材・キャッピング材、１サイクル目の一次充填材
の打設を順次実施する。

二次充填材：3/5

キャッピング材
打設予定日：3/28

二次充填材
打設予定日：3/25

キャッピング材：3/5一次充填材
打設予定日：3/31

キャッピング材
打設予定日：3/26

二次充填材：3/23

キャッピング材
打設予定日：4/1

二次充填材：3/23 一次充填材：3/18一次充填材：3/18 二次充填材：2/24, 
25, 3/2

既充填高さ
O.P.-4.4m

二次充填材：2/24, 
25, 3/2

キャッピング材
：3/13

トンネル閉塞材料※

：3月20日

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

Ｎ

トンネルＢ
ト
ン
ネ
ル
Ａ

２号機海水
配管トレンチ

閉塞済

充填中

２号機タービン建屋

※間詰め充填（凍結促進策）材料の落下によるものと考えられる不陸
が生じており，トンネル閉塞材料により，不陸解消を行ったもの。

打設高さは速報版
であり，精査中
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３号機海水配管トレンチのトンネル部充填を２月５日より実施中。

立坑Ｂ・Ｃから打設し、３月２３日現在，約2,320m3打設完了してお
り，同量の滞留水を除去。

４月上旬にトンネル部充填完了の見込み。

※ 図中の各充填孔･観測孔･ポンプにおいて枠で囲まれているものは，現状使用中
のもの。

※ 赤字は打設高さ（3月21日計測）

1/300 1/300 1/300

立坑Ａ

立坑Ｂ
立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＡ
トンネルＢ

トンネルＣ

充填孔B

既設ポンプ

観測孔B

充填孔C

観測孔C観測孔A 観測孔D-北,南

【３号機海水配管トレンチ概略断面展開図）】

O.P.-13.3m
O.P.-13.0m

O.P.-17.7m（最下端） O.P.-17.4m

O.P.-13.8m O.P.-14.1m

O.P.-17.4m

O.P.-14. 2m

O.P.-14.0m

O.P.-17.2m

O.P.+2.731m（H27.3.23の水位）

充填孔A

打設高さは速報版であり，精査中

堆砂厚：約0.06m 堆砂厚：約0.11m堆砂厚：約0.09m

堆砂厚：約0.07m

O.P.-14.6mO.P.-14.6m O.P.-14.6m O.P.-14.6m

３． ３号機：トンネル充填の進捗状況

PP P P P

充填・
高さ管理立坑Ｂ

高さ管理

充填・
高さ管理

高さ管理

立坑A

立坑Ｃ

充填孔D-北,南

Ｎ 閉塞済

３号機海水
配管トレンチ

３号機タービン建屋

立坑Ｄ

仮設ポンプ 仮設ポンプ 仮設ポンプ

：ポンプ設置孔
：充填・観測孔
：水位計
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▽ O.P.+4.5m

▽ O.P.-1.15m

▽ O.P.+1.30m

▽ O.P.+10m
4
号
機

タ
ー
ビ
ン
建
屋

#1～3放水路

▽ O.P.+2.9m

▽ O.P.+0.95m

2.70m 16.50m 22.15m 37.16m

開口部Ⅲ

開口部Ⅱ開口部Ⅰ

－平面図－

A

A’

隔壁

：ポンプ設置孔
：充填・観測孔
：水位計

既閉塞済み

－A-A’断面図－

 ３月２１日に天井部までの充填を完了し，計460m3を打設，同量の汚染水を除去。

 ３月２７日に開口部Ⅱ・Ⅲおよび放水路上部から水移送を行い，揚水試験を実施予定。

 揚水試験後，開口部ⅡおよびⅢについては順次地上まで充填予定。開口部Ⅰおよび放水路上部は実施
時期検討中。

▽ O.P.-1.15m

グレーチング

：充填中

▽ O.P.+3.6m

P

▽ O.P.-1.23m

1/400 1/415

▽ O.P.-1.25m

滞留水有無未確認

打設高さは速報版であり，精査中

堆砂厚：約6cm

４． ４号機：トンネル充填の進捗状況

現状観測孔のみ

※ 赤字は打設高さ（3月23日計測）

P
P

O.P.+1.2m O.P.+1.1m O.P.+1.2m

北：O.P.+1.2m

南：O.P.+1.2m

▽ O.P.+2.781m（H27.3.23の水位）
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５． 今後の予定

 ２号機は，順次立坑部の充填を実施中。立坑Ａ，Ｄの１サイクル目の充填後，揚水試験を
４月上旬頃実施予定。引き続き２サイクル目の充填を行い，立坑Ｂ，Ｃを含め，５月中に
滞留水の除去完了を目指す計画。

 ３号機は，引き続きトンネル部の充填を行う。トンネル部の充填が完了次第，揚水試験を
行い（現状４月中旬予定），引き続き立坑の充填を実施予定。

 ４号機は，トンネル部について充填完了。３月２７日に揚水試験実施予定。

～H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7

２号機 トンネル部

（計：約2,510m3）

立坑部

（計：約1,990m3）

３号機 トンネル部

（計：約3,300m3）

立坑部

（計：約2,500m3）

４号機 トンネル部

（計：約460m3）

完了
▲2510

※ 工程調整等により、除去時期の変動可能性あり
※ 表中の▲数字は当該月のトレンチ内滞留水除去量の見込み（m3)
（滞留水の水質による処理設備側への影響を考慮しない場合）

▲200 ▲1000 ▲790

▲1200 ▲1400 ▲700

▲200 ▲900 ▲1400

▲290 ▲170
（開口部については実施時期調整中）

：充填作業

：移送作業
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（参考）２号機：水位変化（立坑充填開始後）

T/B

立坑A立坑B

立坑C北 立坑C南

立坑D北

立坑D南

立坑D北･南
二次充填材

立坑D北･南
二次充填材

ケーブルダク
トの溜まり水
を立坑Ａに排
水したことに
よる上昇。

立坑A：二次充填材
立坑D南：ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ材

立坑D北
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ材

立坑D北･南
一次充填材

立坑A
トンネル充填材

立坑D北･南
二次充填材

立坑CとDの水

位差を減らす
ため、立坑C

において注水
を実施。

降雨による水位上昇と推定

2/25 手ばかり確認による水位データ補正実施

ケーブルダクトの溜まり水を立坑A
に排水したことによる上昇

立坑CとDの水

位差を減らす
ため、立坑C

において揚水
を実施。

立坑D北･南
二次充填材

立坑Aにおけるトン

ネル充填材打設準
備のため、立坑Aの
揚水を実施。3/20に
打設し、立坑B/C/D

と概ね同じ高さまで
水位回復。

立坑D北・南におけ

る一次充填材打設
後、水位差を減らす
ために立坑D北・南

において揚水を実
施。

ケーブルダク
トの溜まり水
を立坑Ａに排
水したことに
よる上昇。

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

Ｎ

トンネルＢ
ト
ン
ネ
ル
Ａ

２号機海水
配管トレンチ

閉塞済

充填中

２号機タービン建屋

材料打設により、立坑間の水位差が大
きくならないように、揚水等により水位
コントロールをしながら充填を実施。
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S2-2 O.P.+2.5m
S2-3 O.P.+1.5m
S2-4 O.P.+0.5m
S2-5 O.P.-0.5m
S6-2 O.P.+2.5m
S6-3 O.P.+1.5m
S6-4 O.P.+0.5m
S6-5 O.P.-0.5m
2号立坑A
T/B建屋

ＮＮ

２号Ｔ/Ｂ

立坑部立坑部立坑部

T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8

T9 T10 T11 T12 T13 T14 T15 T16
K1S5 S6

S7

S1 S2
S3 S4

S8Ａ ＡＡ Ａ
K5

K6 K4

K2
K3

（参考）２号機：凍結止水箇所の温度変化（2号立坑A）

立坑Ａの水位は、充填材の打設や揚水等により変化して
いるものの、凍結部の温度は-20℃以下で安定。

OP-0.6m

OP+3.8m

OP+2.5m

OP+1.5m

OP+0.5m

OP+3.5m

OP-0.5m

K6K6 K4K4

5,710

K5K5

S2S2S6S6

S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S6-2

S6-3

S6-4

S6-5

平面図

A-A断面図

S2-2

S2-4

S2-5

S6-2

S6-3

S6-4

S6-5

T/B建屋 水位

S2-3

2号立坑A 水位

2号立坑A 立坑A：二次充填材 立坑A：トンネル充填材

ケーブルダクトの溜まり水を立坑
Ａに排水したことによる上昇。

ケーブルダクトの溜まり水を立坑A
に排水したことによる上昇

ケーブルダクトの溜まり
水を立坑Ａに排水したこ
とによる上昇。

立坑Aにおけるトンネル充填材打設
準備のため、立坑Aの揚水を実施。
3/20に打設し、立坑B/C/Dと概ね同
じ高さまで水位回復。
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S10-3

S10-4

S10-5

S11-3

S11-4

S11-5

S12-3

S12-4

S12-5

2号立坑D北

T/B建屋
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1.6
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立
坑
水
位
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.+
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S13-3
S13-4
S13-5
S14-3
S14-4
S14-5
S15-3
S15-4
S15-5

2号立坑D南
T/B建屋

（参考）２号機：凍結止水箇所の温度変化（2号開削ダクト）

2号開削ダクトの温度は横ばいかわずかに
低下傾向で、大きな変化はない。

平面図 A-A断面図

OP+3.10m

OP+1.85m

S10 S11 S13 S14 S15

OP-0.65m

S12 OP+10.0m

#
2
T
/B

K1

ＮＮ
S10

S14 S15

Ａ Ａ

S11 S12
S13

開削ダクト北側 開削ダクト南側

#
2
T
/B

K2

S15-3

S15-4

S15-5

S14-3

S14-4

S14-5

S11-3

S11-4

S11-5

S10-3

S10-4

S10-5

S13-3

S13-4

S13-5

S12-3

S12-4

S12-5

開削ダクト南側

開削ダクト北側

S13-3 S13-4

S13-5

S14-3

S14-4

S14-5 S15-3

S15-4

S15-5

T/B建屋 水位

S10-3

S10-4

S10-5
S11-3
S11-4
S11-5

S12-3

S12-4

S12-5

2号立坑D北 水位

T/B建屋 水位

2号立坑D南 水位

二次充填材

二次充填材

二次充填材

二次充填材

キャッピング材

キャッピング材

一次充填材

一次充填材 二次充填材

二次充填材
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